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BeitragezurKlinikderTuberku豆oseBd.82,H.2,1932.

結 核 性 肺 職 墜 化竈 二於 ケ ル 血 管 新 形 成 二就 テ及 血 中

細 菌 侵 入 二劃 ス ル其 意 義 二就 テ

Jos6Abell6pascual:StudietiberdieGef5Bneubi1・

dungindentuberkul6senLungenverdnderungu.

ihreBedeutungfUrdieBacilleninvasioninsBlut.

近 來 ノ結 核 症 ノ臨 脈 ノ傾 向 ノ・血 行 性 結 核 症 及 侵襲 性

進行 型 等 ノ如 キ モ ノ ニ漸 次學 會 ノ興 味 ヲ 持 ッ様 ニナ

しノリ。

Ulriciが 度 々血 行 性 結 核 症 二 就 テ 侵 襲性 進 行 型 ノ結

核 症 二封 シ テ 血 行 性 進 行 ヲ ア ゲ テ居 ル、 カ ・ル例 ハ

之 迄 臨 林 的 ニ ノ ミ結 論 セ ラル コ ノ 間 欧 ・・細 菌 ガ永績

的 二血 中 二 出 テ居 ル カ否 力郭 細 菌 ガ 生 活 能 ノ マ ・血

中 二居 リ之 ガ韓 移 ヲ 行 フ カ 否 カ ニ ヨ リテ決 セ ラル

ト。

著 者 ・・之 ニ ヨ リテ病 竈 ノ毛細 管 ト細 菌 ト ノ 關 係 ヲ組

織 學 的 二 見 タ リ、 染 色 二就 テ著 者 ノ・深 ク考 塵 ス ル塵

ア リ トナ シ、 固定 法Zenker,Formal.Alkohol.

包 埋 法Parafin,Celloidin,Gefrierschnitt等

染 色 法ZiehlNeelsen.

染 色 法Haemalaun.

染 色法GrtiblersSauremFuchsin.

之 ニ ヨ リテ酸 性 「フク シ ソ」 ・・血 球 細胞 ヲ見,レニ良 キ

染 素 ナ リ、 ヘ ム ア ラ ウ ソ及 、 チー ル、 ニ ー,レ セ ソ ノ

細 菌 染 色 トノ結 合 ニ ヨ リ テ 血液 分 布 血 管 分布 結 核 性

攣 化 組 織 二於 ケ ル細 菌 トノ關 係 ヲ見 ル ニ 良 シ、 コ ノ

關 係 ヨ リ細 菌 が毛 細 管 ニ ア リ 叉 ノ・共 管 壁 ニヌ直 接 周

園 ノ細 胞 中 ニ ア,レモ ノ等 ヲ 分 別 シ得 、 之 ニ ヨ リテ吾

人 ・・コ ノ 場 所 部 結 核 病 竈 ノ毛 細 管 豊 富 ナ ル肉 芽 組織

ノ所 ガ細 菌 ノ侵 入 門戸 ナ リ ト定 メ得 、 然 シテ 從 來 ノ

研 究 ニ ヨ リ テ 血行 中 ノ細 胞 駿 見 困 難 ナ ル程 度 ノ僅 少

細 菌 ト錐 モ見 定 メ得 、 然 シテRolo'ffu.Page1ノ 實 験

ニ ヨノレ細 菌 接 醐 ニ ヨ ル生 態 反 磨 ノ・細 菌 ノ登 病 性 ニ ョ

ル ニ非 ズ 均禮 ノ感 受 性 程度 ニ ヨル ト云 ヘ ル モ吾 入 ノ

見 ル所 ニ テ モ 僅 少 細 菌 ノ血 中侵 入 ガ時 二血 行性 侵襲

ノ状 ヲ呈 シ時 ニ ハ 何 等 ノ反 磨 モ共 組 織 二 呈 セ ザ ル ヲ

見 ル、 然 シコ ノ所 見 ニ ヨ リ テ此 動 作 ノ ミニ ヨ リテ決

セ ラル ・モ ノ トハ 云 ヘ ズ ト。

(太 田抄)

結 核症 二於 ケ ル 白 血球 ノ有 春 的 穎 粒 二就 テ

J.Leitner,W.Eichhorn:OberdietoxischeGranu・

1ationderLeucocytenbeiTuberkulose.

著 者 ・・近 來GloorSchilling等 ヨ リ結 核 二於 テ血 液

像 ノ定 性 的研 究 ノ必 要 ナ ル コ ト ヲ 高 唱 セ ラル ・ニ ヨ

リ之 ヲ行 フ、 殊 二Gloor.Mommsen等 ニ ヨ)レ細 胞 核

ノ ミナ ラ ズ 原 形 質 二有 毒 性 攣 化 ヲ來 匂 レコ ト帥異 状

染 色 空 泡 形 成 異 状 穎 粒 等 二就 テ ナ リ、 ヌ,Gloorハ 顧

粒 ノ程 度 ニ コ リテ 白血 球 ノ種 類 及 老 若 ヲ知 リ 得 ル ト

云 フ コ ト等Mommsenノ ・叉 之 二 反 シ テ 中性 嗜 好性

穎 粒 ・・實 際 二 ・・藍 基 性 嗜 好 顧 粒 ナ リ ト等 種 々 ノ説 ア

リ、叉Gloor氏 願 粒 ヲニ)ソ ノ種 類 二分 テ リ卸"a"穎

粒 、 中 等 大 紫 赤 色願 粒、"b"穎 粒 、 粗 大 強 唖 基 嗜 好

性 ナ,レモ ノ ナ リ 叉 多 ク ノ 學 者 ・・強度 願 粒 性 細 胞 ノ

多 数 出 現 ・・患 者 ノ 不 良 徴 ナ リ、 叉Naegeli,Alder

Gloor等 ノ・之 ヲ細 菌 的盟 内 毒 ニ ヨル ト云 ヒ、Momm・

sen・ ・急性 傳 染 病 ノKliese二 多 ク現 ・・レル ト云 ツ

テ居 ル、 然 シテ カク ノ 如 ク顧 粒 ノ本 態 ・・不 詳 ナ リ叉

之 ガ 出現 ・・結 核 病 ニ テ ノ・乾 酪 性 肺 炎 叉 ノ・腸 結 核 病 等

ニ ア リ ト然 シ結 核 性 磯 膜 炎 ニ ノ・出現 セ ズ。

然 ノレニ著 者 ノ・90例 中26例 二10%以 上 ノコ ノ病 的

顯粒 白血 球 ヲ見 タ リ故 二之 ヲ 結 核 性 疾 患 ノ診 噺 二比

較 ス。 然 シテ行 ヒ シ方 法 ノ・Mommsenノ 方法 ニ シテ

PH5.4Puffer16sung100、 「ギー ム ザ」10、 蒸 水40

ヲ100.0ニ シテ之 ニ テ染 色 ス 、 之 ニ ヨvバ 多 ク ノ滲

出 性疾 患 二多 ク 穎 粒性 細 胞 ヲ見 、 然 シ テ"b"顧 粒

モ相 當 アル モ"a"穎 粒 が大 部 分 ナ リ、 然 シ コ ノ定

性 的 診 噺 ・・困 難 ナ リ、 主 ト シテ塘殖 性疾 患 ニ モ多 シ、

豫 後 決 定 ニ ノ・ア ル 程 度 ノ意 義 ア リ、 一膿 二重 態 ナ♪レ

時 多 シ、 漸 次 二快'方 二向 フ時 ノ・減 ズ ト(太 田 抄)
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結 核 症 二於 ケ ル 白血球 ノ病 的 定 性 的髪 化 二就 テ

M.Reale:Vberdiepathologischenqualitativen

VeranderungderLeucocytenbeiTuberkulose.

著 者 ノ・幼 若 型 ノ中性 嗜 好細 胞 増 加 ガ 滲 出性 型 二多 シ

ト云 フ説 ヨ リ幼 若 型 中 性細 胞 二就 テ18例 ヲア ゲ テ説

明 セ リ。 然 シテ疾 患 ノ輕 過 ノ診 噺 ニ ハ此 病 的墾 化 ガ

意 義 ヲ有 ス ル コ トヲ信 ジ ー 般 二 中性 細 胞 ノ著 シキ攣i

牝 ノ・能 動 的侵 襲 二 多 ク 出現 ス、 然 シ テ 勘 キ時 ノ・中 間

期 二相 當 シテ居 ル コ トヲ知 レ リ。

之 ハMayer-Keller1・ 同 説 ナ リ。

叉 侵 襲 ノ消 失 二際 シテ モ 中性 細 胞 ノ攣 化 ハ永 ク存 在

ス 、 然 シ テ 病 的 白血 球 攣 化 ト病 理 解 剖 ノ間 ノ關 係 ノ・

何 ニ コル カ ト云 フ コ トノ・次 ノ コ ト ヨ リ 云 フ コ トヲ

得 、 帥 滲 出性 期 ニ ノ・悪性 病 的 中 性 細胞 ヲ件 ヒ繊 維素

性 病期 ニ バ カ ・ル攣牝 勘 シ、 然 シテ之 ノ・病 理 解 剖 的

攣化 ノ披 ガ リ及 空洞 ノ有 無 ニ ハ無 關 係 ナ リ。

(太 田抄)

1921-1931年 間 ノWurzburg竪 科 大 學 二於 ケ ル

人 工 氣 胸 術 施 行 ノ報 告

H.Horster・J.Federlein:Das・ErgebnisderPneum・

othorax・behandlunganderMedizinischenUniver・

sit5tklinikWurzburgausderYahren1921-1931.

i過去10年 間 二1801例 結 核 患 者 中167例 ノ 片 側 人

工 氣 胸 術 ヲ行 ヘ ル モ ノ ア リ、 然 シテ是 等 二次 ノ如 キ

問 合 セ ヲ行 ヒ報 告 ヲ集 メ タ リ 帥 、 何 時 迄 氣 胸 術 ヲ施

行 セ ラ レ シヤ、 何 故 二 中止 セ,レ ヤ、 中 止 後再 ビ病 院

ニ テ治 療 ヲ受 ケ シヤ否 ヤ、喀 疾 如 何 、艦 重 、熱 登 、 滲

出液 等 如 何 、 等 ナ リ。 是 等 ノ報 告 ヲ総合 シ テ 人工 氣

胸 ノ・ナ ル可 ク早 期 二行 フ可 キ コ ト。

治 療 ハ2ケ 年 以 上 縫績 ス ベ キ コ ト、 不 充 分 氣 胸 ノ時

ハ 其 他 ノ方 法 ヲ併 用 ス ベ キ コ ト等 ヲ結 論 セ リ。

(太 田抄)

Hautstoffヲ 多 量 ヲ保 有 セ ル 純 化 セ ラ レ シ 「ツベ

ル ク リ ン」 ヲ以 テ セ ル 皮 内反 懸 作 用 二就 テ

E.KUster,W.Bockels:OberdieintracutaneWir-

kungeinergereinigtenTuberkulinsmittiherwiege-

ndenGehaltam,,Hautstoff."

"Hauttuberkulin"NL138.之 ・・i著者 等 ノT・B・

TypushumanusNr.16ナ ル菌 種 ノ3月 間 號 育 ノ菌

ヨ リDレSanton「 ツ ベ ル ク リソ」V皿、 ヨ リ得 タ ル物

質 ヲ カ ク命 名 セ リ。

然 シテ コ ノHauttuberkulinノ ・普i匝奮 「ツ ベ,レク リ ソ」

録 955

二i封 シテ90%丈 ヶ致 死 毒 カ ヲ減 ジテ 居 ル 自"、結 核 獣

二封 シテ皮 下 注 射 二於 テ24時 間 以 内 二特 有 ノ 「ツ ベ

ノレク リ ソ」 致 死 ヲ來 ス ト云、 「ツベ ノレク リ ソ」 毒 素 ノ・

術10%丈 ケ含 有 ス ル ノ謂 ナ リ。

然 シ テ結 核 獣 二i封ス ル 皮 膚 反 慮 ノ強 サノ・弱 メ ラ レナ

イ ト、 然 シテ著 者 ノ ミニ封 ス ル 研 究 ニ ヨツ テ次/コ

トヲ得 タ リ。 然 シ テ 臨 肱 的 ニ モ結 核 無 キ見 童 二於 テ

Pirquet反 庶 ニ テ陰 性 、 奮 「ツ ベ1レク リ ン」0.2蝿 、

・・1・・・ …1… 皮内反騨 テ モ 陰i生ナ)tZEノ ヲ

此HanttuberkulinO・25000ニ テ・24時 間 ニノ・5

糎 大 ノ反 庶 ヲ呈 シ48時 間 ニノ・再 ビ清失 セ リ叉 臨抹 的

;-2・健 、Moro「 ツ ベ ル ク リ ソ」ニ テノ・陽性 ナ'レ見 童 ニ

テ ハ薔 「ツ ベ2レク リ ソ」ノ同 等量 ニ テHanttuberkulin

ヨ リ強 キ反 慮 ヲ呈 セ リ。

然 シテ臨 林 的 ニモ 結 核症 陽 性 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 モ

陽 性 ナ ル見童 ニ テ 雨 「ツ ベ ル ク リソ」 ノ同 量 二i封 シテ

殆 ソ ド同 等 反慮 ヲ呈 セ リ然 シ大 禮 二於 テ 稽 ζ弱 キ様

見 受 ケ ラ,レ。

然 シ結 核 症 患 者 二封 シテ ノ・局 所 反 鷹 勘 キ爲 二危 瞼 少

シ ト。(太 田 抄)

肺 結 核症 ノ進行 二於 テ 侵 襲 型 ヲ呈 セ ル場 合 ノ吸

引性 韓 移 二就 テ

H.Pschutchvi:UberdieAspirationsmetastase,

vomGesichtspunktderSchubartigenEntwicklung

derLungenphthisegesehen.

著 者 ノ・持 績 的 肺 結 核 進 行 ノ外 ニ ム シ ロ 階 段 的振 大 ノ

多 キ コ トヲ説 キ、Fleischnerガ 侵 襲 二i封シテ 之 ヲ吸

引性 散 布 ノ意 義 ヲ明 ニ シ テ 氣 管 性 硬 塞 ト云 ヒ シ コ ト

ヲ賛 シカ ・ル例 ヲ順 次 二R6ntgen爲 眞 ヲ ト リ共 鍛 例

ヲア ゲ タ リ。(太 田抄)

.結 核性 心 嚢 炎 ノ 感 染 脛 絡 ノ 考察 二 劃 ・シHeider-

berg病 理 學 研 究 所 ノ剖 樵 例 二就 テ ノ研 究

ErnstKeller:OberPericarditistuberculosaunter

BerucksichtigungdesInfectionsweges ,bearbeitet

nachdemSektions・materialdespathologischen

InstitutsHeiderberg.

1.結 核性 心嚢 炎 ハ周 園 ノ結 核 性 病 攣 ヨ リ 漸 次 持

績 的 ニ オ コル モノ 。

2・ 淋 巴 系 ヨ リ輔 移 セ ラル ・モ ノ

3。 血行 系 ヨ リ輻 移 セ ラル ・ トナ ス モ ノ

等 ノ説 ア リテ匠 々 タ リ。

然 シテHeiderbergニ テ ノ剖 検 例15659例 中(1911一
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1931)0.9%ニ ア リ、 其 ノ中5%・ ・結 核 性 ノモ ノニ シ

テ 共 ノ中 、12%ノ ・粟粒 結 核 、88%ノ ・滲 出性 病 墜 ナ

リ、 年 齢 的 ニノ・一 定 ノコ トナ シ、 男 ハ 女 ノ2倍 二

達 ス。

登 生 原 因 ノ・48%・ ・淋 巴 系 、35%ノ ・血 行 系、17%ハ

周 困 病 竈 ヨ リノ韓 移 ナ リ ト見 ナサ,レ。(太 田抄)

結 核 菌 陰性 ナ ル 高 度増 殖 性 肺 結 核 症 ノ稀 有 ナ ル

脛 過 例 二就 テ

・GeradKoblmann:EineselteneVerlaufsformvon

hochgradigproduktiverLungentuberkulosemit

negativenBacillenbegund.

近 來 著 者 ・・非 定 型 的 肺 結 核 症 例 ヲ多 ク 見 タ リ ト 云

ヒ、 其 中結 核 菌 が如 何 ナ ル 方法 ニ ヨル モ 其 都 度 陰 性

ナ ル モ ノ ヲ見 タ リ是 等/例 ・・X線 爲 眞上 二縦 隔蜜 淋

巴腺 肥 大 ヲ見 、慢 性 粟 粒 結 核 像 ヲ呈 セ リ。空 洞 才 ク、

肺 臓 ノ病 竈 振 大 ・・中間 質 二於 テ デ肺 胞 性 ナ ラ ズ、 喀

疾 ハ極 少 量 ニ シ テ、 経 過ノ・極 メ テ慢 性 一 般 症 候 ・・殆

ソ ド害 セ ラ レズ。

血 液像 ・・ 「ヘ モ グ ロ ビ ソ」、 赤 血 球 墳 加 、 白血 球 減 少

シ赤 沈 反 慮 モ亦 殆 ソ ド正 常 値 力稽 く下 降 性 ナ リ。

是 等 ・・皆 淋 巴腺(頸 部)ヲ ト リテ 之 ヲ切片 トナ シ、 組

織 學 的 二研 究 シ テ 上 皮組 織 細胞 性結 核 ヲ見 タ リ、 然

シテ之 ヨ リ塘 疽 性淋 巴 腺 結 核 症 ト診 断 セ リ。

(太 田抄)

結 核 ノ特 殊 研 究 上猿 ノ胸 部 ノ正 常 及 病 的X線 像

二就 テ

A.Nohlen:Dasnormaleu.pathologischenR6ntg・

enbildderThoraxorganedesAffen,unterbesond・

.ererBrticksichtigungderTuberkulose.

近 來BCGヲ 以 テ セ,レ 結 核 ノ豫 防 接 種 試 験 二猿 が多

〃 用 ヒ ラル、Calmett,及 共 共 同 研 究 者 ノ根 本 的 實験

モ猿 ヲ用 ピ タ リ、 然 シ多 ク ノ之 二 樹 ス ル 困 難 ガ猿 ノ・

捕 獲 後 タ ヤ ス ク、 自然 感染 二罹 カル ・ ト云 フ コ トi欠

二 「ツ ベル ク リソ」反 磨 試 験 二於 テ、 非 常 二反 磨 シ難

キ コ トナ リ、 ソ コデ 之 二封 シテ他 ノ債 値 ア ル 助 方 法

トシテ 肺 臓 ノX線 像 ヲ見)lz必 要 ア リ トナ シ、 之 ガ操

作 ・・絵 リ困難 ナ ラ ズ ト 云 ヒテX線 ノ電 瞳 硬 度 時 間 等

ヲ記 載 セ リ、 次 二正 常 解 剖 學 、 及 、 正 常 ノ胸 部X線

像 、 叉 氣 管枝 、 血 管 等 ノ・各 々 像 影 物 質 ヲ入 レテ撮 影

セ リ、 然 シ テ 叉 他 ノ非 結 核 性 疾 患、 及 、 結 核 性 疾 患

等 ヲ撮 影 シテ訊 明 セ リ。(太 田抄)

呼 吸 困 難
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H.W.Knipping:Dyspnoe.

著 者 ハ呼 吸 困 難 ノ言 葉 ノ定 義 ヲ訊 明 シ 多 呼 吸 ト匠 別

シテ呼 吸 困 難 ト ・・無 意識 的 呼 吸 調 節 中櫃 ノ破 壌 が意

識 的 範 園 二入 の レモ ノナ リ ト定 義 セ リ。

然 ジテ機 能 的 呼 吸 調 整 ノ機 構 ヲ 理 解 ス ル ニ ノ・ス ベ テ

ノ事 項 ヲ精 紳 的 及 肉 膿 的 關 係 二於 テ 注 意 セ 子 バ ナ ラ

ヌ、 トテ呼 吸 中櫃 機 能 構 造 二就 テ 、帥 延 髄 中福 、等 二

就 テ、 述 べ 次 二、 臨 抹 的 二 ・・根 本 的 二、 肺 臓 的 、 心

臓 的、 中櫃 紳 経 的 呼 吸 困 難 ノ3種 二分 類 ス ベ キ ナ リ。

次 二 肺臓 的呼 吸 困難 二於 テ ノ・、Brauerノ 學 派 ・・之 ヲ

種 々二分 類 セ ル モ、 實 際 ニ ハ不 全 的呼 吸 ト云 フ可 キ

ナ リ。

機 能 的 観察 ニ ヨ レ バ、 之 ヲ静 的 不全 ト動 的不 全 二分

チ得 、 殊 二肺 臓 歴 縮 二於 ケ ノレ呼 吸 困難 ・・固定 胸 廓 二

於 ケ ル 困難 ニ シ テ 結 核 專門 讐 ニ トソテ ハ時 二注 意 ス

ベ キ事項 ナ リ ト。

i欠二人 工 氣 胸 二於 ケ)lz呼 吸 困難 二就 テ、 著 者 ハ、 氣

胸 注 入後 ノ困難 ハ少 時 間 影響 セ ラ ル ・ ノ ミ、 縦 隔 蜜

ノ移 動 ス ル時 ノ ミ呼 吸 困 難 ヲ残 ス モ ノ ナ リ、 ソ ノ時

ノ、反 樹 側 ノ氣 歴 下降 ニ テ登 ス。

歴 縮 ノ際 ・・動 脈 内 二混 合 血 液 ノ・02飽 和 ナ ラ ■"、歴

縮 ヨ リ ノ不 飽 和 血 液 ガ0?飽 和 血 二混 ズル 爲 ナ リ。

故 二動 脈 血 ノ02ノ 不定 二於 テ過 度 呼 吸 ヲ サ ーt]1/ト、

中櫃 ガ影 響 セ ラ の レ爲 ノ困難 ナ リ 叉 、 肺 炎 、 結 核性

浸 潤 等 ノ共 範 園 ノ血 液 不 全 が ア ル ト 見 ナ シ得 、 之 ニ

ヨ リテ 呼吸 的O、'不 足 ヲ 來 ス 、 然 シテ結 核 性 肺 臓 二

於 テ ノ・其 不 足 ガ最 モ多 シ、 次 二心 臓 性 呼吸 困難 二就

テ ・・肺 臓 ノ動 作 ト、 中椹 ノ血 行 ト ガ 主 要 ナ ル モ ノナ

リ、 然 シ テ 肺 氣 腫 、 硬 塞 、 浸 潤 等 胸 廓 内 ノ状 態 ガ左

右 心臓 ノ動 作 ノ不 亭 均 トシテ注 意 ス ベ キナ リ。

j又左 側 心室 ノ不 全症 ノ時 ノ 呼 吸 困難 ノ・之 ハ肺 臓 欝 血

ヲ件 フ場 合 ・・殊 二、 高 度 ノCO2値 多 ク、02不 足 多

キ、 呼 吸性 不 全 ヲ オ コス モ ノ ナ リ、 」又盟 位 モ亦 肺 臓

麗 血 ヲ起 ス。(太 田 抄)

結 核症 患 者 ノ臓 器 ワ水 及 食 堕 含 有 二蜀 ス ル 研 究

WilhemGrttnnewald:UntersuchugtiberdenWasser

u.ChlorbestandderOrgandestuberkulosekrank。

enMenschen.

結 核 患 者 ノ臓 器 ハ極 僅 カ ノ 水 分 増 加 ト食 璽 含 有 ノ著

シ キ減 少 ヲ認 メ得 、 然 シテ食 盛 分 含 有 減 少 ハ 特 二結

核 症 ノ結 果 トシテ考 フ ル ヨ リ モー 般 的 消 耗 ト見倣 ス

方 が 可 ナ ラ ソ ト。
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現 今 ノ食 餌 療 法 ニ ヨ・喰 藍 ヲ減 少 セ シム ノレコ ト ・・吾

人 ノ研 究 ニ ヨ レバ根 底少 キ コ トナ リ ト、 殊 二腎臓 二

於 テ最 モ減 少 セ リ。

次 二脾 臓 肝 臓 、 又 病 竈 ヲ有 ス ル 肺 臓 、 之 ・・結 核 患 者

ニ テ肺 臓 正 常 ナ ル 者 二 於 テノ・正 常値 ヲ有 ス,レニ モ拘

ラ ズ然 ナ リ、 皮 虜 筋 肉 甲状 腺、 副 腎 、骨 賂 等 ・・皆殆

.ソド正 當 値 ヲ呈 ス ト。(太 田 抄)

個 々 ノ肺 轟切 片 ヨ リ 「レン トゲ ン」學 的 及 解 剖 學

的 比較 研 究 ヲナ ス爲 ノー新 法 二就 テ

ーW
.W.Siebert:EineneueMethode,einzelneLun-

genshnitte,vergleichendr6ntgenologischu.anatom-

ischzuuntrsueben.

i著者 ノ・Assmann.Gr5ff・KttpferleFlei・chner,Jacob-

・aeusUlrici等 ニ ヨ リテ 解 剖 學 的及 「レ ソ トゲ ソ」學

的 二比 較 研 究 ヲナ サ レタ ル ヲ述 べ、

・從 來 ノ方 法 二比 シ肺 臓 切 片 ヨ リ 之 ヲ空 氣 的 二膨 脹 セ

ジメテX線 ヲ1・リ叉切片 ヨリ組織標本 ヲ造 リテ研究

スル方法ヲ考ヘタリ。

之ニノ・次ノ如キ新機器ニヨリテ 切片ヲ低歴器内二入

レテ膨脹セジム、然 シテ 空氣ヲヌク前ニー度箱内ニ

テX線 ヲbリ 後二空氣ヲヌキ膨脹セシメ テ 」又X線 ヲ

トリ次二固定液ヲ箱内二通ジテ其マ ・固定 シ組織標

本ニナスモノナ リ之ヲX線 像帥萎縮 ノマ・ノ像膨脹

後 ノ像組織標本等ヲ比較研究 セシメ 得、次二略圖ヲ

入ル。(太 田抄)

ZeitschriftfUrTuberkulose.Bd.62,H.2/3,1931.

本 號 二'・1931年 ノ 濁 逸 結 核 事 業 中 央委 員會

(DeutscheZentra]KomiteezurBekampfung

derTuberkulose)二 於 ケ,レ演 貌 ヲ掲 栽 シテ アル.

1肺 結 核 症 ノ氣 胸 療 法 、 ソ ノ實 施 蛇 二肚 會 的 意 義

W.Zinn(Brlin):DiePneumothoraxbehandlung

derLungentuberkulose,ihreDurchfUhrungund

sozialeBedeutung.

氣 胸 療 法 ハ以 前 ノ・絶 望 トサ レ テ 居 タ重 症 肺 結 核 患者
1

ノ約互 ヲ治 癒 二導 ク事 が出 來 ル、 近 頃 ノ報 告 ・・治 療

成 績 ノ顯 著 ナ ノレ進 歩 ヲ示 シテ 居 ノレ。 氣 胸 療 法 ノ社 會

衛 生 上 ノ意義 ハ殊 二開性 結 核 症 ガ閉 性 トナ ル 事 デ之

レ ガ爲 二 多 数 ノ病 源 が除 去 セ ラ レル鮎 二存 ス ノレ、 爾

叉 経 濟 上 ノ利 盆 ハ 患 者 が比 較 的速 カ ニ 生 業 能 力 ヲ恢

復 ス ル事 ニ ヨツ テ 立詮 セ ラ レ ル。 治 療 二就 テ肚 會 ガ

被 ル大 ナ ル 貢 据 二封 ス ル責 任 二鑑 ミテ吾 々ハ氣 胸 二

適 ス ル 患 者 ノ嚴 重 ナ選 澤 ト、 結 果 二樹 ス ル 充 分 ナ批

・到 ヲ必 要1・ ス ル次 第 デ ア ル。 生 業 能 カ ト生 命 延長1・

二關 ス ル 成 績 ノ統 計 ヲ作 ツ テ後 進 ノ相談 所 二配 布 シ

テ各 地 二 於 テ 之 レ ヲ 追 試 或 ・・比較 ス,レ事 ガ望 マ シ

イ。(柴 田抄)

暴 胸 術 トソノ賓施 拉 二趾 會 的 意 義

E・Schr6der:DasPneumothoraxverfahren,seine

DurchfuhmngundsozialeBedeutung.

ユ00個 所 ノ相 談 所 へ氣 胸 療 法 二關 シ テ 諮 問 シ ソ ノ同

答 ニ ヨ リ諸 々 ノ統 計 的 観 察 ヲ下 シタ。1931年 ノ3月

一+月 ノ間 二 掲逸 ノ35ケ 所 ノ相 談 所 二於 テ氣 胸 術 ヲ

受 ケ テ居)レ モ ノガ2330人 ア ノレ、 叉 開 性 患 者15000人

中1900=12.7%・ ・氣 胸 ヲ行 ッテ 居 ノレ。24ケ 所 ノ相

談 所 ノ報 告 二 ・tJレ】・6023人 ノ開性 患 者 中 氣 胸 ヲ施 シ

テ居 ノレモ ノ ・・125S人 デ ア リ、 比 牽 ノ・最 低7%、 最 高

79%、 李 均20%二 當)tz、 就 中10大 相 談 所 ノ卒 ノ・29

%ヲ 示 シテ居 ル。 人 口1萬 二封 シ開 性 患 者2S人 ト云

フ数 ヲ基 礎1・ ス レ バ 猫逸 國 内 二 ・・175000人 ノ開性

患 者 ガ ア リ從 ツ テ氣 胸 二適 ス,レ モ ノ ヲ20%ト 見 レバ

35000人 、30%ト 見 レバ52000人 ア)レ課 デ アル、 實

際 二行 ツテ居 ノレ数 ・・之 レ ヨ リ少 ナ ク20000-29000人

デ ア ル ガ コ ノ数 字 ノ・1908年Brauerガ 氣 胸 療 法 ヲ

推 奨 シテ以 來 今 日 二至 ッ テ 託 會 衛 生 上 結 核 事 業 ノ内

デ最 モ重 硯 ス ベ キ 要 素 タ ル範 園 ヲ獲 得 シタ事 ヲ示 ス

ニ充 分 デ アル。

肚 會 術 生 家 二興 味 ヲ覧 エ シ メル モ ノ ニ2ツ ノ問 題 ガ

ア ル・第1疫 學 的 二何 レ ノ性 及 年 齢 二氣 胸 法 ガ多 ク考

慮 セ ラ レル カ 第2病 理 學 的 二何 ノ病 型 二圭 トシテ適

慮 ス ル カデ アル。2098例 デ ・・男925人 、女1173人

(44%-56%)年 齢 デ ノ・20-25歳 ガ最 多 藪 ヲ占 メ ル。

病 型 別 デ ・・早 期 浸 潤1り.3%主 培 殖 型52.196主 滲 出

型25・8%デ ア)lz。 早 期 浸潤 ノ例 ノ多 ク ナ ツ タ ノハ診

断 二注意 ガ携 ハ レ,レ様 ニ ナ ッ タ爲 デ ァ リ、 主 滲 出型
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例 ガ比較的多イノハ 今日デノ・吾人ハ滲出型 ヲ頭 カラ

悪性 ノモノトスル様 ナ考へ方 ヲ清算 シテ居 ル 事 ヲ示

■モノデアル。空洞 ヲ持ツ例ノ・50%二 上ル、相談所

磐師!＼G謝f氏 ノ様ニハ空洞 ヲ悲観的二考 ヘナ1、

吾 々バ屡 く空洞 ヲ持チ乍 ラ数年間正規 ノ劇務二堪へ

そ患峯:ヲ見ルーr方空洞 ノ無イ患者デ急二死亡ス'レ 者

ヲ見)レノ.デアル。吾 々ノ・萎縮性空洞 ヲ感染源 トシテ

恐 レ・ル。
コ 　

氣 胸 療 法 ノ適 磨 ハ 治療 的 ト肚 會 衛 生 的 或 ハ治 療 目的

及 ビ豫 防 目的 ト ノ雨 様 二分 ツ ベ キ事 ヲ提 議 ス ル。

治 療 成 績 ノ・集 マ ツ タ報 告 ニ ヨノレト氣 胸 例1S16中 治i療

前 開性 ノモ ノ1416約80%療 法 ニ ヨツ テ菌 陰 性 トナ

ツ タ モ ノ896例 帥 チ開性 ノ モ ノ ・60%ノ ・閉性1・ ナ

ツ テ居 ル。 赤 沈 反 磨 ガ常 態 二復 シタ ル モ ノノ・44%、

盟 重 増 加 ・・43%、 不 攣30%、 減少18%。

1643人 中生 業 能 力 ヲ得 タ モ ノ ・・男 ノ・60.6%女 ・・

61.6%デ ァ ル。(柴 田抄)

蓮 動 療 法

0.Wiese(Landeshut):Heilturnen

先 ヅ 「ス ホー ツ」・ノ形 成 ノ身 膿 蓮 動 ハ結 核 患者 二障 碍

ヲ與 ヘ ル事 ・・無'イ カ ト云 フ 問 題 デ ア ル ガ之 レニ封 シ

テ ン・無 條 件 二有 害ダ ト答 ヘ ル、 コ ノ 場 合 ノ・蓮 動 二加

フ ノレ ニ 日光 浴 が危 瞼 ヲー・層 大 キ ク シテ肺 出 血 、 之 レ

ニ績 イ,テ 粟 粒 結 核 症 、 早 期 浸 潤.ノ 軟 化 、 滲 出性 肋 膜

炎 、 新 播 種 等 ヲ惹 起 ス ル。 以 前 ・・且ス ポ ー ツ」 ノ害 ・・

圭 トシテ外 科 的 ノモ ノ 或 ハ内科 的 ノモ ノ或 ・・内科 デ

心 臓 障 碍 ノ ミニ限 ラ レテ居 タ ガ 近 來 ハ結 核 病 竈 二氣

が附 カ ナ イ カ叉 ハ知 り乍 ラ輕 覗 シタ爲 二重 大 ナ ル 災

ヲ被 ツ タ例 ガ丈 獄 二甚 ダ多 数 二 現 ノ・ レ ル 様 ニナ ツ

タ1、 コ ノ 鮎 デ ハ學 校 磐 トlf罐操 敦師 トノ緊 密 ナ ル'協力

ノ必 要 ヲ高 唱 シタ イ。

蓮 動 療 法 ノ・昔 カ ラ'結 核 症 治 療 ノ部 門=入 ツ テ居 タ モ

ノデ アル ガ著 者 ノ 自家 経験 ニ ヨル ト之 レ ノ・弧 イ刺 戟

療 法 デ ア ル、 從 ツ テ活 動 性 ノ場 合 殊 二滲 出型 蛇 二急

性 ノ再燃 ノ時期 ニノ・絶 封 禁 忌 デ、ア ル、 然 ン乍 ラ搬 痕

ヲ作 ノレ病 型 ノ患 者 二'ぐ 過 度 ノ静 臥療 法 ヲ寛 ニ シテ膿

繰 ノ形 デ適 度 ノ運 動療 法 ヲ 行 フ事 ガ 出來,レ、 殊 二空

氣 浴 ト共 二行 ヘ バ 新 陳代 謝及 ビ皮 膚 ノ機 能 二好 影 響

ヲ奥 へ 」Yコ1・・?・見i逃 が セ ナ1、 加 之 悪 二者二 健康 感 ヲ・

與 今 ノレ敷 が ア ノ鞠

運 動 ノ種 類 ト シテ ノ沼革制 的 〆 力 蜂 競 走 ノ如 キ ノ・原 則

ト シ胴 的 三 適 ヤ ズ ヌ戸強 λ系 競 ヲ孤 制 ス ル ノ,・〉好

録 【第11巻

クナ イ・。 自由 二取 捨 選 揮 シ テ 組 合 セ得 ル標 ナ蓮 動 ガ

ヨイ、 空 氣 浴 が重 要 ダ カ ラ服 装 二關 シ テ 行 儀 ノ事 ハ

顧 慮 ス ル必 要 ハ無 衣Bier氏 ハ裸 膿 ニ ナ ラナ1デ 行・

フ蓮 動 ノ・牛 分 ノ 目的 シ カ達 セ ラ レヌ ト 云 フ。 但 シ 日

光 ノ絵 リ強 ク作 用 ス 】ル 事 ハ充 分 注 意 セ 子 バ ナ ラ ヌ。

コ ノ問題 ハ子 供 ト大 人 ト ヲ 匠 別 シテ考 へ 子 バ ナ ラ ナ

イ。 子 供 ハ機 嫌 ノ好 イ時 ヘ ヨク動 ク カ ラ 特 二蓮 動

サ セ ル・・無 用 ノ如 ク デ ア ル ガ、 一 般 二運 動 慾 が甚 ダ

大 デ ア ノレカ ラ 絵 リ嚴 重 ナ安 静 ヲ強 要 シ テ反 ソテ 全 然

反 封 ノ結 果 トナ ル ヨ リ モ、規 則 的 二適 度 ノ蓮 動 ヲ課

シタ 方 が合 理 的 デ アル 場 合 ガ多 イ。(柴 田抄)

新 「レン トゲ ン」規 定 卜其 ノ結 核 事 業 二封 ス ル意

義

F.Redeker(Osnabrtick):DerneueR6ntgentarif

undseineBedeutungfUrdieBekampfungder-

Tuberkulose.

1930年4刀1日 二定 メ ラ レタ新 ラ シイ 「vソ トゲ ソ」

規 定 ノ矛 盾 不 備 ヲ指 摘 シテ ソ ノ 規 則 ノ改 正 ヲ提 議 シ

タ演 説 デ ア1レ。

(該 規 定 ・・ 「レ ン トゲ ン」 線 ヲ使 用 セ ン トス ル磐 師 ノ・

「レン トゲ ソ」學 二關 シ相 當 ノ教 養 アノレコ トヲ特 別 委 員

二示 ス ベ キ コ ト、 蚊 二1932・ 年1月1日 ヨ リ以 降 ノ・肺

診 断 二・・100Kilovoltデ150m.A以 上 ノ性 能 ア)レ

器 械 デ ナ ケ レバ使 用 出 來 ナ イ事 等 ノ條項 ヲ含 ソデ居

,レ)。(柴 田抄)

環 境 拉 ニー 齊 検 査 ニ ヨツ テ 如 何 ナ ル維 験 ヲ得 タ

カ ～

E.Peretti:WelcheErfahrungensindmitUmgeb-

ungs-undReihenuntersuchungengemacht?

結 核 症 患 者 ノ周 園 或 ノ・一 般 二封 シ テ 「ツ ベ ノレク リ ソ」

反 磨 及 ビ 「レ ソ トゲ ソ」槍 査 成 績 二就 イ テ ノ綜 訊 デ ア

ル。(柴 田抄)

學 校 卒 業 生 結 核 相 談

F.Koester(Brilon-Wald):DieTuberkulosefUrsorge

derSchulentlassenen.

學 校 ヲ卒i業 シ タ 青 年 ノ結 核 相 談 ハ ソ ノ 特 殊 ナ年 齢 關

係 ノ須}二困 難 デ アル、15-20歳 ・・結 核 症 ノ感 染 及 ビ盟

内 デ ノ経 過 二封 シテ特 二 危 瞼 ガ多 イ ノニ カ ・ノ・ラズ

相 談 所 ・・コ ノ年 齢 ノ者 二 ・・ソノ世 話 ヲ充 分 ニ シテ 居

ナ イ。 補 習學 校 二於 ク,レ 結 核 敏 育 、 青 年 團 、 膿 育 協

會 等 ノ講 演 ニ ヨ ツ テ 新 進 青 年 共 ノ結 核 問 題 二封 ス ル

ミ糟 ヲ喚 陣 テ バ ナ ラナ イ・輔 習 學 校 ヤ會 等 デ ノ「レ
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ソ トゲ ン」/一 齊 検 査 ヲ行 ヘ バ好 果 ガ得 ラ レ,レノデ ア ロ ウ 。 (柴田抄)

ZeitschriftfUrTuberkulore.Bd.62.H.1,1931.

肺 結 核 症 ノ護 生 及 ビ脛 過 二就 テ ノ研 究

FriedrichScheidemandel:Untersuchungentiber

EntstehungundVerlaufderLungentuberkulose .

540例 ノ肺 結 核 症 ノ獲 生 が確 實 二肺 尖 ヨ リ 始 マ リタ

ル モ ノ が31・1%、 肺尖 ヨ リ始 マ リタ ル様 二見 」.Jレモ

ノガ25.5%デ ァ ツ タ。 鎖 骨 下 浸 潤 ヨ リ始 マ リタ ル モ

ノガ26・1%、 鎖 骨 下寝 潤 ヨ リ始 マ リタ ル様 二見 山ル

モ ノ ガ17・3%デ ア ツ タ.鎖 骨 下 浸潤 ヨ リ登 展 シ タノレ

モ ノハ15歳 一30歳 ノ モ ノ が多 カ ツ タ。 確 實 二肺 尖

ヨ リ始 マ リタ ル モ ノ ノ・118例 デ 確實 二鎖 骨 下浸 潤 ヨ

リ始 マ リタ,レ86例 二 比 シ テ多 ク且 ツ良 性 デ ァツ タ。

帥 干 均 シテ肺 尖 ヨ リ始 マ リタ,レモ ノ ・・7.S年 、 鎮 骨

下 ヨ リ始 マ リタル モ ノ7.7年 ノ経 過 ヲ取 ツ タ。

家 庭 二感 染 源 ヲ有 ス ル モ ノ・・15--30utノ 間 二鎮 骨 下

潤 浸 ヲ起 シ テ登病 ス ル モ ノ ガ多 イ。(小 林 抄)

肺 結 核 症 ノ静 脈血 慶 二就 テ

H.Jessen:UberdenVenendruckbeiderLungen.

tul)erkulose.

著 者 ノ・肺 結 核 患 者 ノ静 脈 血 膣 ヲ検 シタ ガ ー 般 二肺 結

核 二於 テ ノ・静 脈 巫 減 少 ヲ示 シ テ 居 タ之 レノ・結核 毒 素

二依 ル特 殊 ノ代 謝 異 常 二依 ツ テ起 ル モ ノデ ア ロ ウ、

高 度 二進 行 性 ノ性 質 ヲ 有 ス ル 結 核 デ呼 吸 困難 ノモ

ノ、 高 熱 ノモ ノ 「チ ア ノー ゼ」 ヲ起 シテ居 ル モ ノ、 脈
り

搏 頻 数 ノモ ノ等 ノ・静 脈 血 座 ガ高 イ。

肺 萎 縮 療 法 ヲ行 ツ タ際 ニ ノ・右 側 二氣 胸 ヲ行 ソ タ 際 ニ

ノ・左 側 二行 ソ タ 揚 合 二比 シテ50%・ ・静 脈 血 歴 ガ高

イ。 横 隔 膜 騨 経 捻 除 術 ヲ行 ツ タ 場 合 ニ ノ・左 側 ト右 側

ト ノ間 二鯨 リ攣 化 ・・ナ/ガZF均 シテ11.5c.m・ 水柱 ・

ノ歴 ヲ示 シテ居 ル 、 胸 廓 整 形 術 ヲ行 ツ タ 場 合 二 ・・右

側 二 手術 ヲ シタ モ ノ ガ 左 側 二行 ソ タ モ ノニ比 シテ氣

胸 ノ際 ヨ リ甚 シク静 脈 血 歴 が高 イ。(小 林 抄)

結 核 性素 質逡 傳 及 ビ優 生學

Frhr.0.v.Verschuer:Tuberkulosedisposition,

VererbungundEugenik.

著 者 ノ、結 核 性 素 質 、 遺 傳 及 ビ優 生學 的 方面 ヨ リ 圭 ト

シテ墜 生 見 ノ結 核 二就 テ其 素 質、 及 ビ 遺 傳 ヲ論 ジ テ

居 ル。

結 核 邊 傳 及 ビ優 生 學

Franz,Redeker;TuberkulosedererbungundEuge一

nik

Redeker・ ・結 核 ノ遺 傳 二就 テVerschuerノ 説 ヲ認

メ テ居 ル所 モ ア ル が大 膿 二於 テ ー 卵 性 墜 生 ノ決 定 ノ

方法 、 遺 傳 二就 テ ノ説 明 、 或 ノ・遺 醇 二封 ス ル 結 核 性

素 質 ノ他 ノ方 面 ヨ リ ノ観 察 等 二就 テ異 ナ リタ ル 意 見

ヲ説 ベ テ居 ル。

結 核患 者 ノ血 液 中 二於 ケ ル 結 核 菌 ノ置 明 二就 テ

M.Htittig:VberdenNachweisvonTuberkelbazi・

UenimBiuteTuberku16ser.

著 者 ハ圭 ト シ テ 重 症 ノ肺結 核 患 者59例 ノ血 液 カ ラ

L6wensteinノ 方 法 二依 ツ テ結 核 菌 ヲ誰 明 シ得 タ モ ノ

カ"7例 ア.ツタ.

6例 ・・乾 酪 性 肺 炎 型 ノ モ ノ デ1例 ハ喉 頭 結 核 ト中耳

結 核 トノ合併 症 ヲ有 ス ル モ ノデ ア ツ タ.

肺 結 核 患 者59例 中10例 ・・喉 頭 結 核 ノ合 併 症 ヲ有 ス

Jレモ ノデ ァ ツ タ が結 核 菌 陽性 ノモ ノ ・・上 記/1例 ノ

ミデ ア ツタ 。

其 他4例 ノ外 科 結 核 、 及 ピ肺 二病 窟 ノ ナ イ1例 ノ腹

腔 内結 核 ノ5例 カ ラ ノ・結 核 菌 ヲ詮 明 ス ノレコ1・ノ・出來

ナ ヵッ タ。(小 林 抄)

雨側 人 工 氣 胸 中 ノ合 併 症 トシ テ ノ 雨側 自然 氣胸

GustavSchUrmann:DoPPelseitigerSpontanpneum-

othoraxalsKomplikationbeidoppelseitigenartifiz-

iellenPneumothorax.

著 者 ハ右 側 二大 ナル病 竈 ヲ有 ス ル 患 者 二雨 側 人エ 氣

胸 ヲ行 ヒ ツ ・ア ル 経 過 中先 ヅ右 側 ヨ リ次 デ左 側 二 自

然 氣 胸 ヲ起 シタ ル1例 二就 テ 報 告 シタ。 其 登 生 原 因

・・不 明 デ ア ツ タ が雨 側 ヨ リ排 氣 シ適 當 セ ァレ庭 置 ニ ヨ

ツ テ救助 スノレコ トヲ得 タ。(小 林 抄)

結 核 二劃 ス ル冤 疫 ノ實験 的 研 究

WolfgangWeichardt:ExperimentelleImmunisier・

ungsversuchegegenTuberkulose.

著 者 ・・Tomarkin/Tuberkulihヨ リ取 リ出 シタ2レ

製 品 ヲ用 ヒテ 實 験 シ タ。 此 ノ 「プ レ パ ラ ー ト」 二俵

ツ テ前 庫 置 ヲ施 ドコス ト 動 物 ノ凝 集 反 磨 ハ高 メ ラ レ

Jレo

弱 毒 菌 二俵 ツテ感 染 セ シメ タ 動 物 二此 「プ レパ ラ_

1・Jヲ 皮 内注 射 ス)Ll1・キ ハ 明 カニ局 所 反 磨 ヲ呈 シタ。

叉 此 看 ヲ持績 的 二庭 置 シタ動 物 ・樹 照 二 比 シテ良 イ
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輕 過 ヲ取 ツ タ。(小 林 抄)

成 人 肺 結 核 症 ノ血 行 性播 種 型 ノ臨 躰 及 ビ 肺 擁 護

生 上 二於 ケ ル意 義

M.1.AksjanzewundA.N.Krewer:DieKlinik

derhamatogen・DisseminiertenFormenderLungen-

tuberkulosederErwachsenenundihreRo}leinder

Phthisiogenese

現 今 ノ結 核 症 ノ理 論 ノ・Rankeノ 設 二依 ル モ ノデ アル

ガ然 シ成 人 ノ結核 症 二就 テ設 明 シ ツ ク セ ナ イ 所 ガ ア

ル、帥成人 ノ肺結核症 ノ感染路ハ主 トシテ 氣管枝性

ノモノデアツ テ,淋巴性或ハ血行性 ノモノデナイト云

フ事デアノレ。

然ノレニ著者ノ観察シタ,レ2例 ノ・35歳 ト45歳 ノ成人

デ長ク都會二生活 シタルモノデアツタ ガ急性ナ経過

ヲ取ツテ死亡 シタ、著者ノ・此2例 ノ成人 ノ血行性肺

結核症二就テ病理解剖學的方面 ヨリ論 ジテ 居ル。

(小林抄)

TheAmericanReviewofTuberenlosisVol.XXVI,No4,0ct。,1932,

幽 門 部 結 核 ノ外 科 、附 、丈 献 、1例 報 告 、 實 瞼 例

FerdinandC.Lee;Thesurgeryoftuberculosisof

the三ylorusReviewoftheliterature。Reporta

dcase .Experimentaldata.

1921二Lusenaガ 集 メ タ53例 ノ外 科 手術 ヲ施 シ タ

ル 幽 門 結 核 例 二更 二文 獄 ヨ リ26例 ヲ得 テ是 等 ヲ簡 軍

二 抄 録 シ テ 著 者 ノ新1例 ヲ添 加 報告 シタ ル モ ノナ

リ、 報 告 サ レタ 多 ク ノ例 ノ・不 備 ノ黒占多 キ タ メ 十 分 ナ

ル統 計 的調 査 ハ不 能 デ ア ツ タ。 罹 患 者 ノ年 齢 ハ20乃

至40歳 デ ア ツテ 女'9リ 男 二 多n。 病 理學 的 ニノ、

submucosa二 初 マ リ次 デmucosa二 及 ビ逮 二潰 瘍 ヲ

形 成 ス ル。急 性 ヌ!・慢 性 二 來 ル。 慢 性 ノ場 合 ハ癌 ト

ノ鑑 別 ノ・困 難 デ ア ル。 感 染 ノ経 路 ハ未 グ 十 分 二訊 明

サ レテ ナ イ、 加 之 幽 門 部 ノ眞 ノ初 獲 結 核 ガ アツ タ ヵ

如 何 ノ・疑 問 デ ア ル。 病 症 ハ年 絵 以 上 モ縫 績 シ ソ ノ際

幽 門 狭 窄 、 下 痢 、 熱 其他 一般 結 核 症 状 ヲ呈 ス ル。 叉

銀 骨 上 淋 巴腺 腫 脹 ニ ヨ リ 診 断 ガ ツ ク事 ガ アル。 類 症

鑑 別1・ シテ ノ・幽 門 癌 、 徽 毒 、 胃潰 瘍 、輸 謄 管及 膵 臓

頭 部 ノ癌 腫、 幽 門 部 淋 巴 腺 ノ癌 靱 移 及 、 胃 ノ 良 性 腫

瘍 ガ アノレ。 最 有数 ノ療 法 ・・手 術 デ ア)レニ 之 ノ・Gastr・

OenterOStOmy及 ビreSeCtiOn力 屡 功 ス,レ 。 統 計 上

resectionノ 方 ガ治 療 が多 イ。 コ レノ・慢 性 ノ経 過 ヲb

リ癌 腫 ト考 ヘ ラ レル結 果 、 切 除 サ レ,レカ ラ ダ。 眞 ノ

診 噺 ノ・定規 ノ切 片 ヲ見 ナ ケ レバ ヅ カナ イ。Gastroent-

erostomyノ 成 績 悪 キ ノ・姑 息 的 手 術 ヲナ ス タ メ ダ。 慢

性 ノモ ノ ノ・resectionが 急 性 ノモ ノノ・Gastroentero・

stomyガ ヨ イ ガ何vモ 豫 後 ノ・ワ ル/。 著 者 ・・犬 ノ幽

門 部 二結 核 菌 ヲ注 射 シタ ル ニ胃 壁 二起 リ タ ル急 性 炎

症 ノ・附 近 ノ淋 巴腺 二波 及 シ原 登 竈 ニ ノ・僅 二慢 性 炎 症

ヲ 呈 ス ル ノ ミデ ア ツタ。(寺 尾抄)

事 前 二Tuberculin反 懸 陰 性 ノ天 竺 鼠 」漿 膜 通

過 ニ ヨ リ滅 審 シ タ ル結 核 菌R1ノ 審 性

DonaldE.Cummings:Thevirulenceoftheatte・

nuatedstrainoftuberclebacillusRIafterserial

passagethroughpreviouslytuberculin・negative

gluneaPlgs・

RIヲ10ク 年 間 天竺 鼠 ノ漿 膜 通 過 ヲ ナ シタ ル成 績 ヲ

報 告 シタ ノレモ ノニ シテ初 接 種 時 二保 有 シタ ル 毒 力 ノ・

感 染 度 ヨ リ見 ノレニ僅 力叉 ノ・全 然 攣 化 ガ ナ イ。 本 試 験

ニ ヨ リ 強 毒 牛型 株二感 染 ノ2例 ハ動 物 舎 ノ同 一 室 内 二

飼 養 セ ル タ メ 自然 重 感 染 ヲ起 シ 牛 型 株 二啓 染 シタ ル

モ ノ ト考 ヘ ラル。(寺 尾 抄)

結 核菌R1株 ノ減 審 シ タル モ7ヲ 以 テ感 染 セ ル

天 竺鼠 ノ汎 護 性 結 核

DenaldE。CummingsandGeraldR.Dowd;Gene-

ralizedtuberculosisinguineapigsinfectedwith

theattenuatedstrainoftuberclebacillusR1

減 毒 シタ ル 結 核 菌Rl株 ヲ豫 メ天 竺 鼠 二感 染 セ シメ

テ汎 登 性 結 核 ヲ観 察 シタ ル モ ノー シ テ 之 二二 群 ヲ匠

分 ス ル コ トヲ得 タ、 第 一群 ノ・略 く10%二 達 シ慢 性 繊

'維 性 ヌ!・治 癒 シツ ・ア ル病 竈 ヲ示 シ第 二群 ノ・約30%

ア リテ急 性。 乾 酪性 叉 ハ進 行 性 結 核 ヲ示 ス、第 一 群 ノ

ノ・subinocutationヲ 行 フ ニ進 行性 症 ヲ呈 シナ1、 是

等 ノ所 見 ノ・R1ノ 定 型 的 感 染 ノ特 有 ナ ル モ ノデ アル 。

是 等 動 物 二於 テ 播 種 性 症 ノ原 因 ・・未 ダ不 明 デ アル 。

第 二 群 ノ病 竈 ・・他 ノ天 竺 鼠 二subinoculateシ タ ル場

合 ニ ノ・進 行 性 症 ヲ呈 スル。 叉 家 兎 二 定 量 注 射 ヲ シテ

決 定 ジタ様 二3種 ノ有 毒 牛 型 株 ト1種/人 型 株 ヲ

subinoculateシ タ。 有 毒 牛 型 株 ノ・同一 動 物 舎 内 デ

有 毒 牛型 株 ヲ以 テ感 染 セ ノレ 動物 ヲ容 レタ ル 接近 セ

ル籠 内 ノモ ノ カ ラ多分 自然 重 感 染 ヲ起 ス ノ デ ア ラ

ウ、 コ ノ 假 説 ハ是 等 ノ感 染 が牛 型 株 ヲ以 テ 接種 シタ
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ル 動 物 ヲ籠 内 二飼 育 ス ノレ ト 同 時 二起 リ而 モ之 ヲ移 動

セ シメ タ後 ニ ハ 狡現 シ扱 ツタ ト云 フ 事 實 ニ ヨ リ誼 慷

立 テ ラ レ)L!。 本 研 究 二於 テ分 離 シタ ル人 型 菌 ノ1株

ノ・自然 重 感 染 叉 ハ原 培 養R,ノ 攣 形 ヲ呈 スJtitカモ 知

レ ヌ。(寺 尾 抄)

Saranac研 究 室 内 天 竺 鼠 間 ノ自然 感 染

DonaldE.Cummings:Naturallyucquiredtubercu・

10usinfectionamongSaranacLaboratoryguinea

.pigs.

Saranac研 究 室 内天 竺 鼠 間 ノ臼然 感 染 例 ヲ 報 省 シタ

ル モ ノー シ テ 是 等 ノ感 染 二就 テ研 究 シタ ル生 物 ノ・分

離 シテ ソ ノ培 養 上 及 生物 學 的 特性 ヲ 検 索 シタ ル モ ノ

ナ リ。 天 竺 鼠 間 ノ接 ㈱ 感 染 ヲ 示 セ ノレ豫 備實 験 ノ戒 績

ヲ モ報 ジ テ 居 ノレ。 減 毒 結 核 菌 ヲ以 テ初 メ接 種 シタ ル

動 物 二於 テ 汎 獲性 結 核 症 ノ出現 ヲ自然 的 二罹コレ 再 感

染 ノ立 脚 鮎 ヨ リ論 ジ、 之 二 由 リ天 竺 鼠 間 ノ自然 感 染

ノ可能 性 ヲ防 グ適 當 ナ方法 ヲ モ示 シテ居 ル。

(寺 尾 抄)

肺 膨 脹 不 全 ノX線 像 及 類 似要 約

JamesL.Dubrow:Theroentgenologicalappearance

く)fpulmonaryatelectasisandsimulatingconditions.

X線 ニ テ示 ス均 等 ナJレ 濃 厚 陰 騎 ノ・一般 二肺 膨 脹 不 全

ヲ聯 想 セ シ メル 、 之 ・・肺 實 質 ノ閉 塞 ニ ヨ リ テ 起 リ心

臓 及 氣 管 ヲ 同側 二牽 引 シ同 側 ノ横 隔膜 墾上 ・・本 要約

二封 シテ ノ・必 ズ シモ 必 要 ナ ル症 候 デ ノ・ナ イ。 「ク ル ヅ

プ 」性 肺 炎 が一側 ノ肺 全 部 二起 ル 時 ノ・肺 膨 脹 不全1・

同様 ナ ル像 ヲ呈 ス ル。 片 側 ノ肺 結 核 デ、 繊 維 化 叉 ノ・

肋 膜 肥 厚 ヲ示 ス 時 ・・肺 膨 脹 不 全 二似 タ ルX線 像 ヲ呈

ス ル。 縦 隔 餐 ガ固定 サ レー 側 ノ肋 膜 滲 出液 が ア ノレ時

ハX線 像 ノ・一 般 二肺 膨 脹 不 全 ヲ想 起 セ シ メ ル 像 二類

似 ス ル。 ア ル 種 ノ治 療 法 例 ヘ バOleothor.xノ 際

Gomenolヲ 使 用 シタ ル時 ノ・肋 膜 肥 厚 ノ傾 向 ヲ有 シ縦

隔 餐 が偏 ル時 ・・肺 膨脹 不 全 ト同様 ナ ル像 ヲ呈 ス ル。

既 往 二氣管 枝 内 二異 物 ガ入 ラナ1時 ヌ,ハX線 像 が肺

膨 脹 不 全 ヲ暗 示 セ シメ,レ 様 ナ疑 問 ノ場 合 二 ・・鑑 別 ノ

目的 ヲ以 テ肋 膜 穿 刺 ヲス レ バ 滲 出液 ヲ詮 明 ヌ ル カ叉

ノ・肺膨 脹不 全 ノ場合 二 ・・Manometerノ 高 度 ノ低 墜

ヲ示 ス ガ肋 膜 肥 厚 ノ場 合 ニ ノ・斯 ノ如 キコ トノ・ナ イ。

(寺 尾 抄)

結 核患 者 ノ菌血 り頻 度

LitaShapiro:Thefrequencyofbacillaemiain

tuberculosis

録 961

167例 ノ結 核 患 者 二就 テLoewensteinノ 方 法 ニ ヨ リ

試験 ジタ ル ニ 血 液 培 養 ノ結 核 菌 陽性 ヲ示 シタ モ ノ ハ

唯7例4.2%二 過 ギ ナ カ ツ タ。Rheumatismus及

Chorca25ノ 例 二就 テ 試験 シタ ノレニ血 液 培養 陽性 者

ノ・2例 モ ナ カ)ソタ。(寺 尾 抄)

油 胸 二依 ル治 療 的 肋膜 液

B.T.McMahon:Therapeuticpleuraleffus三 〇nsby

oleothorax.◎

「オ リー ブ」油 中 二5%ノGomenoiヲ 溶 解 シタ ル モ

ノ、10耗 叉 ノ・磯 物 油 ノ稀 薄 濃 度 ノ モ ノ10蝿 ヲ人 工 氣

胸 ヲ 施 シテ肋 膜 ガ著 シ ク 肥 厚 シ ナ イ モ ノ ノ氣 胸 中 二

注 入 ス レ バ 輕 微 ノ滲 出 液 ヲ生 ズ ル。 カ 〃シ テ起 ソ タ

炎衝 的反 慮 ・・肋 膜 ノ肥 厚 ヲ起 シ 且 ソ 縦 隔 賓 ノ固 定 ヲ

硬 固 ニ ス ル、 ソ ノタ メ ニ 肋 膜 腔 内 歴 ヲ培 加 シ肺 ノ歴

迫 ヲ更 二大 ナ ラ シメ ル数 ガ ア ノレ。(寺 尾 抄)

喉 頭 結 核 二於 ケ ル上 喉 頭 練 纏 ノ外 科 的 劃 鎮

ForresterRaineandA.L.Banyai:Surgicalblock

ofthesuperiorlaryngealncrveintuberculous

Iarぎngitis.

上喉 頭 紳 経 ヲ外 科 的 二庭 置 セ バ 疾 痛 及 呼 吸 困難 ガ直

二 去 ノレ、片 側 ノ手術 ハ喉頭 雨 側 ノ疾 患 二於 テ滞 足 ス

ベ キ結 果 ヲ得 ル コ ト ガ 出來 ル 、 同 時 二雨 側 ヲ手 術 ス

ル コ1… 雨 側 ノ疾 痛 劇 シキ時 二行 フがr1。

喀 出物 ハ容 易 トナ リ量 ヲ 塘 ス 、 食 事 ノ時 吸 引 ス ル コ

ト・・普 通 数 日ニ シテ消 失 ス ァレ。 コ ノ 事 ハ成 功 シタ手

術 例8例 中4例 テ経 験 シ タ。 手 術 ヲ早 期 二行 ヘバ 喉

頭 及肺 結 核 ノ経 過 二好 影 響 ヲ與 ヘ ル。 ヌ.ソ ノ 患 者 二

及 ボ ス精 紳 上 ノ影 響 ・・頗 ル大 ナ ル モ ノガ アル。

本 手術 ハ手 術 不 可 能 ナ ル 悪 性 喉頭 腫 瘍 ノ疾 痛 ヲ去 ル

意 味」叉ハ喉 頭 内大 手 術 ヲ行 フ場 合 ノ 前 虜 置 ト シテ モ

用 フル ニ足 ル モ ノデ ア ル。(寺 尾 抄)

石 茨 化 セ ル粟粒 肺 結 核

BarnetP.Stivelman:Calcifiedpulmonarymiliary

ヒuberculosi・.

31歳 ノ有 色 嬬 人 デBasedow氏 病 ノ診 断 ノ詐 二入 院

治 療 手術 ノ際 、 死 亡 シタ ノレ モ ノ、 胸 部X線 像 ニ ヨ リ

石灰 化 セ ル粟 粒 結 核 ヲ 癌 力、 肉 腫 カ ノ想 像 ヲナ セ ル

モ/ニ シ テ 生 前石 灰 ヲ喀 出 シル コ ト屡 くナ リ シ ヨ リ

之 ヲ石灰 化 粟 粒 結 核 トス.但 、 剖 槍 セ ズ。(寺 尾 抄)

肺 ぞ核 ヲ合 併 セ ル廣 大 ナ ル肺 膨 脹 不 全

L・nisI・S・k・1・Massiveatelecta・i…mplicating

pulmonarytuberculosis.(withtwocasereports) .
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種 々ナ定義 ノ許二廣大ナル膨脹不全 トシテ 丈獄二現

ハレタルモノヲ見 レバ次ノ如ク ナ ル。帥急性叉ノ・亜

急性有熱性合併症ハ氣管枝閉塞ニヨリ起 り多少 トモ

肺 ノ當該部ノ肺胞内空氣 ノ吸取ニヨ リ宛モ胎生時肺

ノ如 キ構造ヲ呈 ス ル。臨脈的徴候 トシテノ・縦隔蜜 ガ

共内容 ト共二片側 ノ肺部二移行スル ヲ特徴 トスル。

廣大ナル肺膨脹不全ノ・Legendre及Baileyニ ヨリ
の

報 告 セ ラ レタ1844年 頃 ニ ノ・既 二知 ラt1タ;原 因 トシ

テ ノ・(1)氣 管 枝 内、(2)氣 管枝 外 及(3)特 登 的 ノ3

ヵツ7レ 。 …著者 ノ報 告 シ タ ・レ2例 ノ・、(1)、 周 邊 ノ繊

維 化 ニ ヨル 氣 管枝 外 ノ モ ノ1・(2)、 血 栓 ニ ヨ ル氣 管

枝 内栓 塞 二 』,レモ ノ トデ ア ル。 肺 結 核 二合 併 シテ來

ル廣 大 ナ ル 肺 膨 脹 不 全 ノ・ア リ相 ナ事 ガ 實 現 シタ,レ場

合 ニ ノ・容易二認メラv7レ 。鑑別スベキ病氣ノ・(1)肺

炎、(2)特 獲性萎縮、(3)肋 膜液 デ其他急性心臓肥

大、襖朕出血、横隔膜「へ,レニ ア」、肺閉塞、栓塞デ

ア)レ。症候學的立場ヨリ見 レバ廣大ナ ル肺膨脹不全

ト特獲氣胸 トハ頗ル似テ居ル、之ハ理學的及&線 槍

査ニヨリ容易二鑑別 シ得ル。然 シ人工氣胸ヲ施セル

場合ニ ノ・殊二膨脹不全ノ初期 二於テノ・鑑別 ガ困難デ

アル。報告例 ノX線 鳥眞・・高度ノ氣胸がア リ肺胞ヨ

リ空氣ガ完全二吸牧サレナ イ前二縦隔賓 が患側へ移

行 シタル場合ニノ・肋膜腔内厘 ヲ精査 シナ イ 限 リ鑑別

ノ・不可能デ ア ル。本症 ノ療法 ノ最良ナルモノノ・人工

氣胸療法デアル。(寺 尾抄)

一
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